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Part1：
スタートアップ支援事業について
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１．事業の目的

「成長戦略フォローアップ」(2020年7月17日閣議決定）

→官民が一丸となりスタートアップ・エコシステムの構築を加速し、グローバル
なスタートアップ企業の創出に取り組む

→2025年度までに企業価値又は時価総額が10億ドル以上となる、未上場スタートアップ
企業（ユニコーン）又は上場スタートアップ企業を50社創出することを新たな目標として
追加

STS （VC協調支援制度）

認定VCとNEDOが協調し、STSが必要とする研究開発
及び事業化に必要な資金、活動を支援

ユニコーンの創出・育成を目指す
VC等の日本での活動を活性化し、エコシステムの強化に資する
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２．事業の全体像

5

企
業
価
値

ステージ/時間

●研究開発型スタートアップの相談窓口
●事業計画作成支援

TCP※1

●専門家による伴走支援
（目的：事業計画の構築）

※研修プログラム

NEP※2

●専門家による伴走支援
（目的：PoCの実施）

PCA※4

●技術シーズの事業化支援
（目的：数年後の事業化）

●オープンイノベーションの促進

STS※3

●VCとの協調支援
（目的：資金調達・
技術シーズの強化）

※1 NEDO Technology Commercialization Program
※2 NEDO Entrepreneurs Program
※3 シード期の研究開発型スタートアップに対する事業化支援

Seed-stage Technology-based Startups
※4 Product Commercialization Alliance
※5 経済構造の転換に資するスタートアップの事業化促進事業

Promotion of Technology Startups that Innovatively 
Respond to Economic Changes to Yield Social Benefits 

メンター・カタライザー
（VC・元起業家など、ビジネスプラン作成のプロ）

助言

・ビジネスプラン作成研修
・メンターからの助言
・ピッチコンテストによる投
資家等とのマッチング

・カタライザーからの助言
・事業計画の構築
・PoCの実施のための研究開
発費等の補助

・認定VC等による出資・ハン
ズオン

・資金調達に向けたシーズ強化
のための研究開発費等の補助

・市場適用に向けた研究開発費等の補助
・事業会社等との連携（研究開発支援の要件）

出資等 共同研究・出資等

認定VC

出資・ハンズオン支援

TRY※5

●市場変化に対応した事業化支援
（目的：技術シーズの市場適用加速）

EXIT
(IPO, 
M&A)

TCP
（資金支援なし）

1年以内

NEP A
500万円未満/件

6ヶ月以内

NEP B
3000万円以内/件

12ヶ月以内

STS
7000万円以内/件
2/3 1.5年以内

PCA
2.5億以内/件

2/3 約7か月以内

TRY
1.0億円以内/件
2/3 1年以内

事業会社・研究機関等VC等
（認定VC含む）

・事業化に向けた研究開発費
等の助成

STS２
２億円以内/件
2/3 ２年以内
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３．事業の狙い



STS STS２

事業期間 ：1.5年以内（注１） ２年以内（注１）

助 成 率 ：助成対象経費の2/3以内 助成対象経費の2/3以内

助 成 額 ：７千万円以内 ２億円以内

NEDO 認定VC
ﾍﾞﾝﾁｬｰｷｬﾋﾟﾀﾙ
ｼｰﾄﾞｱｸｾﾗﾚｰﾀ

STS
特定技術シーズを
活用するシード期の
研究開発型スタートタップ出資認定

助成金交付
(対象経費の2/3以下、上限2億or7千万円）

VC協調支援のしくみ

(助成対象額の
1/3以上）

Ⅰ．事業の概要

4．STS事業

（注１）交付決定日からの期間。交付決定日は事業者ごとにNEDOの承認を受けて決まります。
概ね2021年10月となります。
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Ⅱ．対象技術

Ⅲ．審査の観点

①経済産業省所管の鉱工業技術
（例えば、ロボティクス、AI、エレクトロニクス、IoT、クリーンテクノロジー、素材、医療機器、ライフサイエン
ス、バイオテクノロジー技術、航空宇宙等。ただし、原子力技術に係るものは除く。）

②具体的技術シーズであって、研究開発要素があることが想定されること。
③競争力強化のためのイノベーションを創出しうるものであること。

実証段階にあっても、技術開発要素があると認められるものについては、応募可能です。創薬
（医薬品開発）に係る開発は原則として対象外とします。ただし、創薬支援技術の開発や、医
療機器、医療検査技術等、経済産業省所管の鉱工業技術に係る複合技術の開発は助成対
象とします。

STS事業の目的との整合性、ターゲット市場の適切さ、コア技術の強み、保有技術、知的
財産権の確保、開発体制、開発目標の適切さ、ビジネスの確度、費用計上の適切さ、財
務体質等の観点から審査を行う。

4．STS事業
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Part２：
提案書の作成と提出
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１．公募要領を見て応募要件を確認する
２．認定VCから出資を受ける
３．提案書を作成する
４．e-Radに登録する
５．必要な書類を集める
６．提案書提出

提案までの道のり
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１．公募要領を見て応募要件を確認する

応募にあたってはいくつかの条件を課しています。公募要領を
熟読の上条件に合致していることを確認してください。以下は
主だった条件です。
① 日本に登記されている民間企業であること
②事業に必要な技術、管理体制、資金を有すること
③ 2020年12月23日以前に総額2億円を超える出資を受
けていないこと

④認定VCから出資を受けていること/出資を受ける意向を
確認していること

⑤ 中小企業であること
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２．認定VCから出資を受ける

Ⅰ．認定VCとは？

・NEDOは、スタートアップが事業活動を円滑に行う支援を行う
者を「認定VC」として認定しています。

・STS事業では、認定VCより出資を含む支援を受けることが応
募要件になっています。

→応募にあたり、｢出資報告書｣ないし｢出資意向確認書｣を添付、認
定VCからの支援についてエビデンスを示していただきます。

・具体的には、2020年12月24日以降に、認定VCから助成金
の半分以上の出資を受けることが条件になります。

（出資にはほかにも条件がありますので公募要領を熟読してく
ださい）。

・37者が「認定VC」として認定されています。
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Ⅱ．認定VC一覧

２．認定VCから出資を受ける

認定VC名称
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Ⅲ. 認定VCにコンタクトをとるには

認定VCとつながりのない事業者のために、NEDOでは、以下２
通りの認定VCにコンタクトする方法を用意しています。

①独自に認定VCにコンタクトをとる
→ NEDOホームページの本公募ページに、各認定VCの連絡先リストを掲載し
ています。

②NEDOの案件紹介サービスを利用する
→ NEDOでは所定の書式に記載した事業者の自己紹介資料を全認定VCに
提示するサービスを行っています。
※NEDOは：

∙ 資料内容には関知しません。

∙ VCの意思決定に関与しません

∙ 本サービスの活用は本公募の審査結果には影響しません。

２．認定VCから出資を受ける
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Ⅳ. 案件紹介サービス詳細

NEDOが認定VCへの案件紹介を行います (2021年6月3日正午までメール受付)
上記期限までに所定の様式（エントリーシート）で提出されたファイルを、全ての認定VC
に順次配信 します
(特定の認定VCのみの配信はしない)。
→認定VCが関心をもった場合には、個別に認定VCよりSTSに連絡がいきます。

ただし、次の各項目を全て満たすものに限ります。
a） 連絡先の記載に漏れがないこと
b） 全ての項目を含めて1ページ以内（A4）であること
c）メールの件名：STSエントリーシート配信依頼（法人名）
添付ファイル名：NEDOSTSシート(法人名).pdf

（注意）
・各認定VCへの個別の投資検討依頼との重複は認める。
・本オプションの活用の有無は本公募の審査結果には影響しない。

NEDOはVCの意思決定には関与しません。
途中経過、及び結果は各自で認定VCに直接確認してください。

２．認定VCから出資を受ける



エントリーシート様式
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２．認定VCから出資を受ける



３．提案書を作成するー構成ー
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提案書は、貴社の概要、および助成を受けたい事業を紹介する書類です。
提案書は以下の構成となっています。
1. 提案書

提案書の表紙にあたります。
様式は本公募ページ添付の「提案書作成にあたって（様式）.docx」を用います。

2. （添付資料１）：会社概要
法人名、代表者名、主たる株主など、貴社の企業情報を紹介いただきます。
様式は本公募ページ添付の「提案書作成にあたって（様式）.docx」を用います。

3. （添付資料２）：事業化実施計画
貴社の行う事業の詳細、特に助成事業として行う事業を説明いただきます。
様式は本公募ページ添付の「提案書作成にあたって（様式）.docx」を用います。

4. （別紙１） ：研究体制、その他
助成事業の研究開発体制を記載します。
様式は本公募ページ添付の「STS別紙1.xlsx」を用います。

5. （別紙２） ：情報項目、項目別明細表、その他
NEDO内データベース用の諸情報、および助成事業として費用計上したい諸費用の明細を記載します。
様式は本公募ページ添付の「STS情報項目、提案書様式 別紙2.xlsx」を用います。

6. （追加資料１~17）
各種裏付け資料、補足資料です。
本公募ページ添付の「提案書作成にあたって（様式）.docx」を参考に作成、資料添付を行います。
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３．提案書を作成するー主な記載内容ー

公募要領の規定を満たす認定
VCからの出資を含む出資ラウン
ドより以前の株主構成と出資実

績を記載

公募要領の規定を満たす認定
VCからの出資を含む出資ラウン
ドの実績/予定と出資を受けた

後の株主構成を記載

■添付資料１ （会社概要）
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３．提案書を作成するー主な記載内容ー

■添付資料２ （事業化実施計画）
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３．提案書を作成するー主な記載内容ー
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３．提案書を作成するー主な記載内容ー
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３．提案書を作成するー主な記載内容ー
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３．提案書を作成するー主な記載内容ー



24

３．提案書を作成するー主な記載内容ー
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３．提案書を作成するー主な記載内容ー



26

■STS別紙1.xlsx

貴社研究体制を記述いただく資料です。
公募ページに添付の「STS別紙1.xlsx」を用いて情報を入力してください。
エクセルの書式は変更せず記述してください。ただし、行の追加は必要に応じ認めます。
このファイルのうち以下の各シートは(別紙１）として提案書に添付してください。
・助成先用
・共同研究先用
・指導者等

■STS情報項目、提案書様式 別紙2.xlsx
このファイルは、以下の各情報を提供いただくシートよりなります。
公募ページに添付の表題ファイルを用いて情報を入力してください。
• 情報項目シート：NEDO内データベースに登録するための貴社基本情報
• 提案書様式（STS)：提案書表紙の元情報となる書式
• 全期間総括表：対象費用のサマリー。一部を除き他のシートより自動計算/転記される。
• 助成先総括表：年度ごとのサマリー。一部を除き他のシートより自動計算/転記される。共
同研究先がある場合は委託・共同研究総括表も作成すること。

• 項目別明細表：年度ごとの対象費用の明細。各年度ごとシートを作成。共同研究先があ
る場合は委託・共同研究先用シートも作成すること。一部自動計算セルがあるので注意。

シートの書式は変更せず記述してください。ただし、行の追加は必要に応じ認めます。
特に、自動転記に係るセル、自動計算に係るセルについては、数式をそのまま用い、マニュアルで変
更しないようにしてください。

３．提案書を作成するー主な記載内容ー



e-Radとは：
各府省が所管する競争的資金制度を中心として研究開発管理に係る一
連のプロセスをオンライン化する府省横断的なシステムです。

・e-Radの登録が無い場合には、本公募の審査対象となりません。
(注：設立前の申請者は研究機関登録ができないので、NEDOに事前に申し出て、その指示に従うこ

と）

• e-Radの登録（府省共通研究開発管理システム）の申請を行い、登録されたID番
号を提案書、情報ファイルに記載することが必要です。

e-Rad ポータルサイト https://www.e-rad.go.jp/

• 先ずは研究機関登録を行いＩＤ及びパスワードを取得してください。

注意事項
・ 登録には日数を要する場合があるので、2週間以上の余裕をもって手続きを行うこと。
• 応募基本情報の入力及び応募内容提案書の出力などは研究機関IDでログインすること。研究者ID

でログインすると、本公募への応募の入力が出来ない。
• 提出締切日までにシステムの「応募/採択課題一覧」の申請の種類（ステータス）が「配分機関処

理中」となっている必要がある。正しく操作しているにもかかわらず、「配分機関処理中」にならない場合
は、e-Radのヘルプデスクに確認すること。

• 申請書の受理状況は、「応募/採択課題一覧」から確認可能。
• e-Radの申請は、申請者のみ必要。共同研究先は不要。
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４．e-Radに登録する

https://www.e-rad.go.jp/
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５．必要な書類を集める
追加資料１～17には、作成を要するものと原本ないしその写しの添付が必要なものがあり
ます。

◇ 原本写し等の添付が必要なもの
∙ 追加資料3（出資意向確認書）→認定VCの記名が必要です
∙ 追加資料４（出資報告書）

→ 別紙として出資を証明する書類、投資契約書の写しを添付すること。
また、提案時に本報告書を添付する事業者は出資の入金月～交付決定
時期を含む月次資金繰り表を合わせて添付すること。

∙ 追加資料5（STSの評価及びハンズオン計画）→認定VCが作成します
※追加資料３（出資意向確認書）は、認定VCの出資意向がある（がまだ出資を受けていない）
場合、追加資料４(出資報告書及びその別紙）は、認定VCから要件に合致する出資をすでに受け
ている場合に添付します。

∙ 追加資料8（特許公報等）→提出は任意
∙ 追加資料13（e-Rad応募内容提案書）→e-Rad登録サイトで出力したもの
∙ 追加資料14（登記事項証明書）→原本写し
∙ 追加資料16（決算報告書）→貴社で公の文書と認めるもの

◇ 上記以外の各追加資料はすべて作成の上添付してください。
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６．提案書の提出

受付期間：2021年5月17日（月）～2021年6月24日（木）正午の間に
https://app23.infoc.nedo.go.jp/koubo/qa/enquetes/6ti9djnh0ohr

にアップロードを完了すること。

注意：
• 持参、郵送、FAX又は電子メールによる提出は不可
• 書類の不備がないことを確認すること（不備等ある場合は原則審査対象にならない）。

◇ 「提案書作成にあたって（様式）.docx」の１ページ目（総括的注意）を見て指示通りに
作成されていることを確認すること。

◇ 「提案書作成にあたって（様式）.docx」の2ページ目、3ページ目のチェックリストを実行し、
形式要件を満たしていることを確認すること（チェックリストも要提出）。
Ⅰ．応募時提出物に係るチェックリスト
提出もれ書類がないことを確認
Ⅱ．応募要件に係るチェックリスト
応募要件を満たしていることを確認
Ⅲ 書面審査の実施に係るチェックリスト
指定の構成と内容で書類が作成されていることを確認
Ⅳ．Webサイトへのデータアップロードに係るチェックリスト
指定のファイル名とファイルフォーマットでファイルが作成されていることを確認

https://app23.infoc.nedo.go.jp/koubo/qa/enquetes/6ti9djnh0ohr
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Part３：
今後のスケジュール
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スケジュール イベント

5/17 公募開始

6/3正午 エントリーシート配信サービス締切

6/24正午 STS提案書締め切り

8月上旬 二次審査対象者へ連絡

8月中旬(予定） 経営者面談

8月23～24日 STS、VCによるプレゼン審査

9月中旬（予定） 採択決定通知

採択決定日から30日以内 出資実行期限

今後のスケジュール（予定）
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お問い合わせ先
ＮＥＤＯイノベーション推進部
スタートアップグループ
vc-vb@nedo.go.jp


